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1.はじめに

産業革命以降、 2∞年にわたって、我々の生活を慨IJなものにしてきた技術革薪と工業化の進展は、

我々に、分業化に対する絶対的制言仰を植え付けた。それが完全なものでないことは、祉会政策 e十
画)の目標値としての「新国民生活指標J (1992)が有効なツールと成り得ていないことからもわか

るだろう。

産業一般に通じる分業化に基づく方1去論は、ものごとをリニアに、大規模に展開するには向いてい

る。だが、個々人の生活における豊かさを追求しようとしたとき、この方程式は十分な解を与えてく

れなし、言し換えれば、イi酎直観の多様化した現代社会において、我々の求めている「国平」は必ずし

も一つではないし、時に必ずしも他人と同じではなし、つまり、幸福の「かたち」は人それぞれによ

って異なるし、 llE解Jは「し、くつも」荷主するのである。

もちろん、福拙童家の実現としづ文脈に則した社会指標の開発も社会政策上重要な要件ではあるが、

今やそれとともに、満足感の得られる場を「日々の生活の中Jに創り出してし、くこと自体も求められ

ているのではないだろうか。そしてそれは、産業政策に基づく方法論とは別な形で、 「目に見えるJ

しくみを提示することでもある。またこれは、生活ー殻の中でもとりわけ産業に牽引されてきたわが

国のレジャーのパラタずイムを見つめ直す重要な千見長なので、はなかろうカも

そこで相関では、先行研究に基づき、 「能醐噸光行動をサポートするデジタル・アーカイブに

よる情報提供」という桝且みからさらに議論を進め、それを包括するしくみとしての「メディア・ビ

オトーフりについて構想し、その構築可能性について明らカ吋こすることを目的とする。

2.これから¢場枕における情報提供の「かたち」

レジャー活動の中でも観光を例に取ると、ポスト・マス・レジャーの時代には、 「もうひとつの観

光J (オールタナティブ・ツーリズム)のひとつとして、エコツアー(ツーリズム)が登場するが、

この「移行」が「自醐句に」為されるものではないのは先行研究でも指摘されている通りである(土

屋 2C剃 a)。そこには、個人のライフヒストリーの結果として、環境備委品購に積極主匂こ関わろうと

する態度が要求される。たとえ「団偶者行では何かもの足りなし、」と思ったとしても、それだけでは

「他にどうしてしW、かわからなしV 品、う制兄に置カれるに過ぎなし、のである。

そのとき意味を持つのが、能毅盟あるし、は発見型の観光行動を支援してし、くツーノレとしての情報媒

体であり、その核になるのが、データベースである。また、 「一人十釦と呼ば恥るような、価値観

の多様化した現代において、十づ士に機能を発揮は尋るデータベースを構築するためには、たとえば

Iwi脳同iaJに見られるような自己増殖型のアーカイブ方式出有効であろうと予想される。

またMRi話好による重畳表示を使えば、利用客が、自身のレテ守イネスに従って、知りたいと思う情

報を獅輯匂こ手繰ってし、くことができるしくみをつくることが出来る(土屋 2∞15)。利用者に与え

られたに酌、もよらなしリ気づきは、次の観光行動の霞揚がけとなる。この気づきと憲勝づけの連鎖

は、現場から遡及して自分の求めるものを探し当てることを可能にするわけで、施設集約型ではなく、

観光客の立ってしも地保をそのまま「勧とスポット」に変えることになる。
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3. rメディア・ピオトープ」の意味するもの

「ビオトープ」とは生物学に由来する概念で、たとえ一つ一つは小さな生態系で、あったとしても、

それらを大切に保全していくことによって、その生態系内のみならず、小さな生態系間のネットワー

ク生成も含めて、多樹生が維持され、生態系全体に資する、とし、う考え方である。 rメデ、イア・ビオ

トープ」とは、これをメディア空間にあてはめた概念で、マスコミに代表される巨大メデ、イアや携帯

謡音に代表されるプライベー卜なメデ、イアの聞に位置する「中間的な存在Jだとし、う(水越 z∞15)。

それでは、ここでいう「中間的Jとは、どうし、う意味だろう。先に挙げた h皿技術による重畳表示

も、生態系になぞらえるならば、観光客と観光情報との聞に見られる直接的な捕食関係(=小さな生

態系のごく一部)として捉えられる。またメディアそのものに着目すれば、各種メデ、イアにおける観

光情報の採り上げ方やメディア相性品、ったマクロな状況(=生物社会全体)に目が向くだろう。

ただし、観光情報そのものに焦長を合わせると、話は少し違ってくる。

一つのキーワードに関して各種メディアはそれぞ、れ情報を持っているし、またそれらの情報は、そ

れぞれの観光地へと直接結びついている。逆に言えば、観光地とし、う「源泉Jから流れ出した観光情

報という「水Jは、様々なルートを通って、われわれの「口」に入る。さしずめ、瓶詰めにされたり、

ろ過されたり、消毒されたり、冷凍されたり、といったところだろうが、ここで大事なことは、 「水

を飲みたし、」ときに、おいしい「水」が飲めるか、ということである。

ここで言う「中間的」とは、メデ、イアベースぞ毛利用者ベースではなく、情報流通ベースの+見育、を意

味するものとして瑚卒することができるだろう。

4.観沌版「メディア・ピオト}プ」の「かたち」

通例われわれは、観光に出かける前段階として、まずテレビや雑誌・友人の話などからイメージを

持ち、番組や記事・評判の中からキーワード、やスポットをチェックし、さらに本や雑誌・インターネ

ットといったもので、調ドてして、といったリニアなステップを踏んで、してのではないだろうか。

観光地と観光客を観光情報で、つなぐとき、そこに多様性を維持するためには、マーシャル・マクル

ーハンの議論を借りるならば、 「多様なメディアによるアクセス・ルートを同時並行的に確保する」

としづ方向性が伺える。そして、それを実現する「かたち」として考えられるのは、観光地から発せ

られた情報が観北客へ直接届けられる前に再構築し直して提供する、とし、うことではなし、だろうか。

開禽築される「場」として最適なのは、もちろん、多様性を保持し得る存在としての「まち」であ

り「ひと」であろう。そして、 「ひとJと「まち」と各種メディアによる情報を飲み込んで多様な情

報提供ので、きる「メディア・ビオトープ」を構築する可制性を持つ事例のーっとして注目されるのが、

神田神関町周辺なのである。
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